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２０１９年相談件数

2019年度（2019年4月-2020年3月） （述べ件数）

他機関連携 警察、弁護士、女性相談センター、婦人相談所、
福祉事務所（保健師、ワーカー等含む）、社会協議福祉会、
地域活動支援センター、自立援助ホーム、こどもシェルター、
産婦人科、就労支援センター、その他民間支援団体

６
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問題の背景（複数回答）2019.4-2020.3 面談・電話相談より
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▶︎ LINE相談者数（実数） 月平均８００人 （2019年4月〜2020年3月データより）
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ネットパトロール

Twitter 掲示板

▶︎ネットでのアウトリーチから
LINE相談に繋がった人数
（平成31年3月〜令和2年6月）

９８４人
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2017年7月末始動〜2019年3月
▶︎▶︎▶︎ボンドのイエ 短期保護３２名 中長期保護９名
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▶︎既存の制度や公的シェルターが若年女性の現状に添っておらず、
支援を必要としていてもこぼれ落ちてしまう。

▶︎児相相談所や婦人保護施設等では措置制度が取られているが、
行政に大きな裁量があり、制度の対象者をどう線引きするかなどは都道府県によって、
あるいは担当者によってバラツキがある。

▶︎保護してもらうまでに時間や煩雑な手続きを要する。

▶︎ BONDプロジェクトが独自に運営するシェルター「ボンドのイエ」だけでは部屋数が
足りていない。相談に追いつかない。

▶︎家には帰れない、でも学校には行ける、フルタイムで働けないなど
若年のDV被害女性特有の傾向や現状に添ったシェルターを増やす。

▶︎本人から直接連絡をもらい、素早く保護できるようにする。
措置から契約への転換。（福祉事務所や婦人相談員を場合によっては通さないなど臨機応変に）

▶︎上から目線の支援ではなく、本人の意思を大切にできるように。

▶︎保護した後の若年女性に特化したディケアサービスの拡大。
(心身のケアを受けられるようにする。「行きたくなる、参加したくなる」ような
プログラムを作る。就労などの支援に繋がれる。）

１、現状の課題、問題

２、提案の内容

若年女性DVシェルターの必要性
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